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圏仏教におけるホスピス施設概念の研究






















































































中でした。今の状態の医i淀だと，貧しい人でも 2割は自己負担しなければならないた / 
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会員が，医師 3名，看護蹄 6名など会員250名を数える O
施設は25床，個室 7，特別室 1，譲数人室 3，当時13名在院，在院期間は 1週時
から 3ヶ月だそうである O また，末期毘療に関わる最新の設備が設寵してあるが，オ




















































5) 美友邦子経国古代彫刻の原理 I 円融と調和，向 II 去~と荘厳 (JJRハングル)，中
央日報 f季初美術j黄議永支任監修?韓関の美⑬ 仏像(原ハングル)， m設立中央I単物銭j
図録 日本語版国立扶余i事物館j図録 日本語版，国立金i毎博物館 u君主 日本語版，
f国立凌ナ!、i博物館~録 日本語版参照。



















































































それは 1分侍坐銭や鈴を鳴らし，次に1.開式 2. 立証 3. 心告(礼文24)
4. 聖呪三編(使) (礼文 3) 5. 薦度法文(礼文4・5) 6. 読経(誓願文・


























































































































開式 2. 入定 3. 心告(干し文24) 4.献盃 ;) . 聖呪(干し文3) 6. 薦疫法























開式 2.着服及び告白文(干し文25) 3.喪主代表告辞(干し文26・27・28) 4. 






















































1.閉式 2. 心告(干し文24) 及び一向敬礼(2拝) 3. 聖呪 1編 4. 読経

























































l.開式 2. 入定 3. 献賞及び斎主献盃 4.心告げ及び一向敬礼 5.聖呪
三編 6. 薦度法丹(干し文4・5) 7. 読経(誓願文・心経)及び祝願文(干し丈






l.罷式 2. 入定 3. 略歴報告 4.法供歌(聖歌46) 5.献貢及び斎主告
辞(干し文31・32) 6.心告及び一向敬礼 7.聖呪(3編)及び念仏(7編) 8. 
薦度法門(礼文 4・5) 9. 読経(誓額文・心経・憐悔文・金剛経)及び祝願文
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3. 呈繋式・告別式・入葬式・斎等の手順と札文は家札編に定めたところに準ずるが，
あらゆる行事に常に公家の喪主が私家の喪主に先立つて，告辞・祝願文等朗読!績も
教9=T名の分を主にして， jE繋襟旗も主管教堂に立てることを原則とし，告別式の弔
歌と終斎の忠霊歌は教会連合葬までは慰霊歌(聖歌44) と教会葬弔歌(聖歌52) を
通用して，全体葬では状況にあわせて新しく制作して応用するように。
4. 葬犠委員会は，四十九日終斎特に，初終諸般の行事における経過と葬儀費用の収
支と内訳報告して後，解散するように。
第三節教会葬議の手順(儀節)
1.教会全体葬は元成績・特等有功人に対する葬儀であり，中央総本部が主管教堂に
なって，総支部各隠の全体幹部と教徒代表が葬儀に参!おして，一般教徒は葬儀当日
その地方の教堂や機関に集まり，追悼及び服喪の式を行い，匝十九日には終斎式を
行なうように。
2.教会連合葬は，元成績一等・ニ等の有功人に対する葬儀であり，中央総部や特5JU
な関係にある教堂によって，該当総支部機関の代表が喪に参席して，該当数堂や機
関ゼは，葬儀委員会の指示によってその教堂機関で，追悼及び域喪の式を行い，四
十九gには終斎を行なうように。
3.教堂葬は冗成績三等・屈等・五等の有功人と在任中淫襲vc.入った普通出家教徒に
対する葬儀であり， jE葉地の教堂が主管教堂になって，i呈葉地教堂で服喪・脱臨終
斎式を行うように。
4.教会葬を挙行する時には，葬犠当日は該当数堂と機関に一斉に教旗(載旗)を半
旗(半掲)にするように。
5.教会全体葬は状態(都合)によって，地方教堂でも私の自宅で挙行する事もでき，
また連合葬や教堂葬を私家で挙行することができるが，常に該当葬儀委員会の議決
を経て，教団名義で該当主管教堂の主催(主管)の下に行うように。
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6. 教堂葬に該当する葬儀でも，場合によって，特別に縁ある他の地方や教徒は，進
んで各自の地方教堂で追悼と服喪・税服の干しを行なうことが可能で，詞志・国友等
の関係で個人的に自主的に服喪することは制限しないように。
おわりに
以上，韓国部仏教における末期監療における民間毘療の応用及び，施設概念の背景
にある部材から見た環境構築観念，それを補強する考察として仏像史を概観し，部材
の意味を取り上げた。余事で、あったが，それまで余り、注目されなかった医療と深く隠
係する韓国における薬師如来の像作が長く続くことに触れた。
キリスト教の教線が強い風土にあって現代の仏教が医療にどのように理解・応、用さ
れているかの一端を，未邦訳の原文を用し、主主要部分の抄訳を施した。思想、額向が少し
分明となろう O
また，罷仏教全書i原文より，実際の末期窪療施設において読諦，援用される該
当箇所の邦訳を試みた。
施設における，空間を満たす「音声jとして，また，教導文句として活用されるも
のの筆者訳である。ご批正賜れば幸甚である。
